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1．はじめに

飼料用稲やトウモロコシなどのホールクロップ作物の
ロールベールサイレージ（以下 RBS とする）の生産量
が増加している。RBS の気密性は，厚さ 0.025mm 程度
のストレッチフィルム（ラップフィルム）を 4 ～ 8 層に
巻き付けたのみで保たれている。この極めて薄いラップ
フィルムの破損防止対策を行うことは，RBS の品質を
保持する上で重要と考えられる。このため，RBS 普及
当初から貯蔵中の鳥獣や昆虫類などによるラップフィル
ム破損に注意すべきであることが示されている（松本ら，
1989）。しかし，ホールクロップ RBS は子実を多量に含
むため，牧草 RBS よりも鳥やネズミにラップフィルム
が破損されやすい。飼料用稲 RBS がカビに汚染された
原因を調査した報告（蔡，2004）では，鳥獣害によるラ
ップフィルム破損に起因する割合が 40％と高く，ネズ
ミによるものがその半分以上を占めている。また，ネズ
ミ害が発生した RBS 貯蔵場所（ストックヤード）では，
破棄率が 30% 以上に達する事例が報告されており（押
部ら，2005），ホールクロップ RBS の生産量の増加に伴
ってネズミ害が拡大することが懸念される。RBS にお
ける鳥害に関しては，テグスや防鳥ネットなどによる
対策が研究されているが（Gaillard と Mazoyer，1998；
McNamara ら，2002）， 従 来 の 牧 草 RBS で は ネ ズ ミ
害が深刻になることはなかったため（McNamara ら，
2001），ネズミ害に関する知見は乏しいのが現状である。

ネズミ害への対策として，殺鼠剤や忌避剤等の薬剤
散布や機器を用いる方法がある。殺鼠剤は他の生物に

直接または二次的な被害をもたらすリスクを持つこと
が指摘される（Wager-Page ら，1997）。RBS は牛舎近
辺に貯蔵される場合もあり，殺鼠剤のような毒物の使用
は避けるべきである。一方の忌避剤は，シベリアンパイ
ンニードルオイル（Wager-Page ら，1997）や捕食者の
ニオイ （Burwash ら，1998；Dielenberg と McGregor，
1999）などが研究されているが，慣れが避けられないた
め（Dielenberg と McGregor，1999），長期間にわたっ
てネズミに警戒感を与え続けるためには，種類を換えて
散布し続けねばならず，多額の費用を要するだろう。ケ
ーブル類の咬害防止に有効とされるカプサイシン製剤に
ついては，ラップフィルムのような数回の囓りで穴が開
いてしまうような場合には効果が期待できないとされる

（熊谷，2009）。また，ネズミを磁場の周期的変動や，あ
るサイクルの超音波に暴露すると起き上がり行動が増え
るなどの反応が現れるが，忌避行動には結びつきにくい
ことが報告されている（矢部，1997；洗，2004）。した
がって，RBS 貯蔵中のネズミ害へは，これら既存の方
法とは異なる対処法が求められる。

以上の背景の下，著者はホールクロップ RBS におけ
るネズミ害対策を検討した。まず，ネズミによる被害が
発生しているホールクロップ RBS のストックヤードに
出現するネズミ種の捕獲調査と被害様相の観察を行い，
その結果を基に，RBS を密集させて配置する貯蔵形態
がネズミ被害を助長すると考え，その配置方法を工夫す
ることによる被害軽減効果を検証した。

2．捕獲調査

過去にネズミによる被害が確認された岩手県内の 5
カ所の飼料稲 RBS のストックヤード（267-375m2）に，
RBS の貯蔵作業が完了した 11 月から翌年 5 月まで，毎
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月 1 回 3 日間，各 20 個のシャーマントラップを設置し
た。この捕獲調査は，岩手県盛岡地方振興局および県南
広域振興局から鳥獣捕獲許可証を取得して行った。スト
ックヤードには 1m 径の RBS ならば 30 個以上，または
50cm 径の小型タイプ RBS の場合は 100 個以上が密集さ
れて積み上げられて貯蔵された。トラップの設置箇所は，
RBS 脇に加え，RBS 周辺にみられたネズミの巣穴周り
に仕掛けた。捕獲したネズミは日本の哺乳類 改訂版（阿
部ら，2005）によって外観から種を特定するとともに，
捕獲場所での食害の様相を観察した。

捕 獲 さ れ た ネ ズ ミ 種 は， ア カ ネ ズ ミ（Apodemus 

speciosus），ハタネズミ（Microtus montebelli），ドブネズ
ミ（Rattus norvegicus），クマネズミ（Rattus rattus）の 4
種であった（表 1，河本ら 2010）。アカネズミとハタネ
ズミは，すべてのストックヤードで数多く捕獲された

が，被害発生の有無にかかわらず，RBS 周辺の巣穴周
りで捕獲された。これらの巣穴周辺では，地面下に掘ら
れたトンネルから RBS 底部に穴を空けて，トンネル内
に穀物が引き込まれる被害が散見された（図 1 － A，B）。
アカネズミやハタネズミは地下に複雑なトンネルを掘り

（曽根と高野，1991；由井と阿部，1983），また，貯食性
を持つことが知られている（矢部，1995）。このことか
ら，地面下のトンネルから主に RBS 底部に被害を受け
る場合は，これらのネズミが加害種であると示唆された。
アカネズミやハタネズミは低地から高山帯まで広く分布
し，水田の畦や畑にも普通に見られる種類であることか
ら（阿部ら，2005），これらの生息地に RBS が貯蔵され
る可能性は高いと考えられる。一方，ドブネズミとクマ
ネズミの捕獲数は少なかったが，それらはすべて大規模
に被害が発生した RBS 群の脇で捕獲された。これらの

表１．岩手県内の飼料イネロールベールサイレージのストックヤードで捕獲されたネズミ種
Ａ

（畜舎と林に隣接）
Ｂ

（畜舎と牧草地に隣接）
Ｃ

（水田，人家に隣接）
Ｄ

（水田と林に隣接）
Ｅ

（畜舎に隣接）
アカネズミ（A.speciosus） 28 0 7 21 5
ハタネズミ（M.montebelli） 5 4 0 1 0
ドブネズミ（R.norvegicus） 1 0 0 1 1
クマネズミ（R.rattus） 0 0 1 0 0
その他１） イタチ （M.itatsi），猫
　１）ネズミが入ったワナへの侵入 ･ 破損 ･ 持ち去り．

図 1．飼料稲ロールベールサイレージのネズミ害の様相
Ａ : ロールベールの底部に受けた被害 
Ｂ : ロールベール直下に掘られたネズミのトンネルとそこに引き込まれた子実 
Ｃ : 被害部位から多量のサイレージが引き出された様子 
Ｄ : ロールベール間につくられたネズミの巣 
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ネズミ種が捕獲された地点では，一度に多数個の RBS
の側面部のラップフィルムが大きく破損され，時とし
て RBS 間に多量のサイレージを掻き出して巣穴を作っ
ているのが確認された（図 1 － C，D）。特にクマネズ
ミが捕獲された地点では，積み重ねられた RBS の 2 段
目以上にも被害が拡がっていた（図 2）。クマネズミは
登はん能力に優れ，垂直な側面を登ることができるので

（Yabe ら， 1998），ドブネズミよりも上段部の RBS に被
害を拡げやすいことが示唆された。また，クマネズミの
定住および加害は人家付近を除いては希であるが，ドブ
ネズミは野外にまで広く採餌行動が拡大されることから

（阿部と大矢，1974），ドブネズミ被害地はクマネズミ被
害地よりも広範囲に及ぶことが示唆された。いずれにせ
よ，クマネズミとドブネズミには人畜共通感染症を媒
介する可能性があることから（Inoue ら，1991，1992；
McNamara ら，2001），これらに対する対策は重要であ
ると考えられる。

捕獲したすべてのネズミ種が RBS への加害種と疑わ
れたが，このうちドブネズミやクマネズミがより大きな
被害を及ぼすことが示唆された。ただし，本調査では，
ドブネズミやクマネズミの捕獲数は少なかった。これ
らの被害を受けている RBS は，ほとんどが密集された

RBS 群の内部に位置する RBS に観察された。すなわち，
ドブネズミやクマネズミは密集した RBS 群内に入り込
んでしまい，RBS 群の周囲に仕掛けたワナで捕獲する
のは困難であった。また，捕獲調査では，被害を受けて
いる RBS 周辺には，イタチや猫などのネズミの捕食者
の出現が確認された（表 1）。これらの捕食者達におい
ても，密集された RBS 群内の狭い空間でネズミを補食
するのは困難と考えられるので，RBS の密集貯蔵形態
はネズミに隠れ場所を与えて，被害を助長することが示
唆された。よって，密集による遮蔽状況を作らないよう
な RBS の配置方法がネズミ害を防ぐ上で必要と考えら
れた。

3．配置方法の工夫による被害軽減効果
（実験 1，2）

前述の調査を踏まえ，RBS を密集させる一般的な配
置と RBS 間に空間を設けてネズミの隠れ場所を作ら
ないように配置した場合のネズミ害の発生程度を比較
した。表 1 に示した C 地点（実験 1）と A 地点（実験
2）で二つの実験を実施した（河本ら，2009；河本ら，
2011）。実験 1 では，23 個の飼料稲 RBS（直径 50cm），
実験 2 では 31 個の飼料稲 RBS（直径 100cm）および
25 個のトウモロコシ RBS（直径 90cm）をそれぞれ用
いた。各実験では，RBS を対照区と実験区の 2 つに分
け，各 RBS 群を 2m の間隔を空けて配置した。対照区
は，RBS を密集させて配置した（図 3A）。実験区では，
それぞれの RBS を直径の半分程度の距離（実験 1：20-
30cm，実験 2：50cm）を空けて配置した（図 3B）。実験
1 では 29 日を 1 期間とする反転法により，実験 2 では 1
年間の貯蔵後にネズミによるラップフィルム破損を調査
した。結果を表 2 に示した。対照区は，46% ～ 80% の
RBS にネズミによるラップフィルム破損が確認された。
実験 1 の実験区では，ネズミによるラップフィルム破損
を受けた RBS の割合は対照区よりも低下する傾向であ

図２．牧草ロールベールの上に待避させた飼料稲ロールベール
がネズミ害を受けた様子

図３．実験 2 における対照区（A）と実験区（B）



−18− −19−

ロールベールのネズミ害対策

った。実験 2 の実験区では，いずれの RBS にもラップ
フィルム破損は発生しなかった。各対照区の RBS 間で
クマネズミ（実験 1）とドブネズミ（実験 2）が捕獲さ
れた。各対照区の地面下にはアカネズミなどによるトン
ネルが掘られておらず，被害部位のラップフィルムが大
きく破損されていたことから，捕獲したクマネズミとド
ブネズミによる被害と推察された。これらのネズミは，
対照区の隣に位置する実験区にも容易に被害を及ぼす事
ができたのにもかかわらず，実験区での採食を避ける傾
向にあったと推察された。齧歯類においては，開けた空
間では捕食の危険が高まるために採食行動を避ける傾
向にあることが確認されており（Newman と Caraco，
1987；Brown ら，1988；Sone，2002），本実験において
も同様の現象によって実験区での採食が減少したと考え
られた。本実験では，ネズミの捕食者の存在を調査し
てはいないが，RBS が生産されるような郊外において，
イタチやヘビなどの捕食者が全く存在していないことは
考えにくい。すなわち，クマネズミとドブネズミは密集
された RBS 群では容易に採食するが，一定の間隔を空
けて配置された RBS 群では，捕食の危険が高まり，採
食をためらうため，被害が軽減されると考えられた。

4．生産現場での検証（実験 3）

先の実験で確認された配置方法の工夫によるネズミ害
の軽減効果を実規模で検証した（河本ら，2010）。飼料
稲 RBS（直径 50cm）を表 1 の C 地点（267m2）に 496
個および D 地点（137m2）に 388 個，積み重ねずに間
隔を空けて配置した。ただし，面積に比べて RBS の数
が多かったため，間隔が 20cm に満たない場所も見られ
た。7 ヶ月の貯蔵期間中，月に 1 回，全ての RBS につ
いてネズミ害の有無を観察した。試験地は積雪地帯で
あり，11 月末に降雪が始まり，まもなく積雪深が 26cm
の最大値を記録した。1 月の観察日までに，試験地の積
算積雪量が 120cm に達していた。このため，C 地点で
は 12 月から 1 月にかけて RBS 間に雪のブリッジによる
遮蔽状況が発生した（図 4）。この雪のブリッジの発生
に呼応して，ネズミ害の発生が確認された（図 5）。ネ

ズミ害の被害様相は，先の実験 1 で観察されたクマネズ
ミによる被害に酷似していた。1 月の観察日以降，除雪
によって遮蔽状況を解消したところ，その後の被害は減
少した。クマネズミは，温度低下に伴って繁殖率が低下
することと（谷川，1993），人への寄食性を持つために，
作物の収穫期の終了に伴って野外から室内に移動するこ
とが報告されている（Yabe ら，2001）。すなわち，観
察された被害はネズミの数の急激な増加によるものでは
なく，雪による遮蔽状況に起因すると推察された。先の
実験 2 においては，積雪状況が C 地点と同程度（最大
積雪深 27cm）であったのにも関わらず，より広い RBS
間隔であったことから雪のブリッジは発生しなかった。
よって，積雪地帯では，ストックヤードを分散させる
などの工夫を行い，より広い RBS 間隔を空けるための
十分な貯蔵スペースを確保することが必要である。RBS
間の遮蔽状況は，雑草の繁茂によっても生じると考えら
れる。除雪や除草作業を定期的に行うなど，遮蔽状況を
生じさせないような維持管理も必要であろう。一方，日
当たりの良い D 地点では RBS 間に雪によるブリッジは
発生しなかったが，貯蔵期間を経るに従ってネズミ害が
発生した（図 6）。D 地点では，RBS の間隔を空けるた
めに貯蔵面積が広がり，アカネズミの巣穴が数多く確認

表２．対照区および実験区におけるネズミによるラップフィ
ルム破損を受けたロールベールの割合 （％）（実験１，2）

対照区 実験区

飼料稲
（実験 1） 80.8 7.1

飼料稲
（実験 2） 61.5 0

トウモロコシ
（実験 2） 46.2 0

図４．雪によるブリッジでロールベール間に発生した遮蔽状況 

被
害
ロ
ー
ル
ベ
ー
ル
個
数

図５．雪による遮蔽状況が C 地点におけるネズミ害を受けた
ロールベール個数に及ぼす影響（実験 3）

         　：雪による遮蔽状況の発生期間
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されたストックヤードの境界付近にまで RBS が配置さ
れた。これら巣穴に近い RBS を中心に底部にネズミ被
害が観察された。この被害に対し，金網（線径 1.8mm，
網目 10mm，ビニール被覆）を底部に敷くと被害を軽減
できることを確認した（河本ら，2008）。よって，アカ
ネズミなどが地下の巣穴から RBS 底部に損害を及ぼす
被害が発生する場所では，間隔を空けて配置した上で，
金網などで底部を守る必要があると考えられた。

以上のことから，間隔を空けて配置する方法の問題点
が抽出された。すなわち，積雪地帯では間隔をより広く
空けて，遮蔽状況を作らないような維持管理を行うこと
と RBS 底部を守るなどの加害ネズミ種毎に対応した対
策が必要と考えられた。

5．まとめ

多種類のネズミがホールクロップ RBS のラップフィ
ルム破損を引き起こす可能性のあることが明らかになっ
た。これら被害に対して，ネズミの隠れ場所を無くすよ
うに RBS の間隔を空けて配置することは，効果的な対
策になり得ると考えられた。ただし，積雪や雑草繁茂な
ど RBS 間に遮蔽状況を作らないように維持管理するこ
とと，地面下に掘った巣穴から RBS 底部を損傷する被
害には，別途，金網などの底部の保護を必要とする。ま
た，間隔を空けるためには広い貯蔵面積を必要とするの
で，適用できる場面は制限されるかもしれない。しかし，
ネズミの行動生態を利用するこの方法は，特別な施設や
機械，化学物質等を必要としないため，極めて簡便に実
施することができる。
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